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１． 研究課題 

 持続可能な脱炭素社会実現に向け、再生可能エネルギーを主力電源とする国家目標を踏ま

え、電力エネルギーシステムは大変革期に突入している。需要サイドのエネルギー資源が活

躍できる仕組みの構築を急ピッチに進めながら、生活・産業の基盤である電力供給の信頼性

を損なうことなく、災害に強く、都市の諸問題解消に貢献するシステム構築・運用が求めら

れている。本プロジェクトでは、これらの課題に挑戦すべく、様々な角度から総合的な研究

を行う。特に、①発電・送配電系統・需要のエネルギーマネジメントの最適化 ②脱化石資源

社会のための電気絶縁材料の開発と原発保全の高度化 ③日射量・負荷量の翌日予測技術の高

度化④需要側（電気鉄道車両）のピーク電力カット・省エネルギー化 ⑤再生可能エネルギー

大量導入時代の電力系統の運用・制御に関する研究を実施する。 

これらの研究を本学が主体となって行っている産学協同体「電力技術懇談会」（約３０社が

メンバー）と連繋させながら推進し、社会に広く有用な研究成果を挙げる。 

 

２． 主な研究成果 

 国家目標である 2050年のカーボンニュートラルに向けては、再生可能エネルギーを主力電

源化することが不可欠であり、その実現のためには、これらの変動性や時間・空間的な偏在

性に伴う電力システム上の課題を克服することが必要である。このためには、発電の予測精

度を高めることや、電力の需要と連携するシステムの実現が重要である。さらに、脱炭素に

向け、原子力発電を有効に活用するために、安全性の確保が肝要である。以上を踏まえ、各

研究テーマに取組んだ。 

 「①発電・送配電系統・需要のエネルギーマネジメントの最適化」では、再生可能エネルギ

ー、特に太陽光発電システムが配電系統に大量に導入された際に問題となる電圧の適正範囲

の逸脱、配電設備・配電線の容量超過に対する有効な対策手法の研究を、ＮＥＤＯ事業「再

生可能エネルギーの大量導入に向けた次世代電力ネットワーク安定化技術開発／研究開発項

目［２］－1 配電系統における電圧・潮流の最適な制御方式の開発」に参加して取り組んだ。

これまでの研究知見と電力協働研究の取りまとめをもとに、国内の様々な配電系統を分析し、

ＮＥＤＯ事業参加者が共通で使用する配電系統モデルを構築した。これをもとに、太陽光発

電の導入パターン（量と分布について複数ケース）を設定し、潮流計算シミュレーションに

よって負荷時タップ切り替え装置（ＯＬＴＣ）の制御、柱上トランスのタップ変更、太陽光

発電インバータの力率一定制御など諸対策の効果を、電圧逸脱量、電圧余裕量、配電線電力

損失、タップ切り替え回数を指標に比較評価を完成させた。さらに、今後、スマートメータ

ーによって需要家ごとの電圧計測値が得られるようになることや、配電系統にセンサー付き



 

開閉器の設置が整備されていくこと等を踏まえ、電圧情報が追加的に得られるようになった

場合、配電系統の運用高度化がどの程度向上するか、上記と同じ系統モデルを用いてシミュ

レーションによって評価し、新たなロジックの構築ができた。 

 「②脱化石資源社会のための電気絶縁材料の開発と原発保全の高度化」では、主に次の研究

を行った。まず、原子力発電所において電気ペネトレーションの電気絶縁・封止材として用

いられる軟質エポキシ樹脂に重大事故模擬環境下で起こりえる劣化について、実験的に調べ

た。具体的には、重大事故を模擬した条件、すなわち、熱サイクル下あるいは室温でのガン

マ線照射および過熱水蒸気の暴露を、単独または組み合わせて与え、軟質エポキシ樹脂試料

を劣化させたのち、機械、熱、誘電特性を測定した。事前にガンマ線の照射を施さず過熱水

蒸気に暴露させた試料は消滅するが、事前照射の施された試料は架橋されており蒸気暴露に

よって溶けないなど、ガンマ線の事前照射による劣化の緩和が見られた。 

 同様に、原子力発電所でケーブル絶縁に使用される難燃架橋ポリエチレンに経年および重

大事故を模擬した劣化を与え、分光、機械、熱、誘電特性を測定した。その結果、100℃のガ

ンマ線照射により酸化が進行するが、室温照射では架橋が進行する。また、過熱水蒸気暴露

では大幅に電荷輸送が促進されるが、事前のガンマ線照射により架橋構造が形成されると、

その後の蒸気暴露による電荷輸送は抑制されるという、ガンマ線の事前照射による一種の劣

化の緩和が見られた。 

 ３つめの課題として、原子力発電所において低圧用電気ケーブルの絶縁体として広く用い

られているシリコーンゴムに関しても、同様に、劣化を与えたのちに測定を行った。その結

果、ガンマ線の事前照射によってゴム中に架橋構造が形成され、このゴムにおいても、過熱

水蒸気暴露による加水分解の進行が緩和されることを明らかにした。 

 詳述を省くが、難燃エチレンプロピレンゴムや硬質エポキシ樹脂についても同様な研究を

行っており、原子力発電所において使用されている事実上全ての電気絶縁および封止材につ

いて、重大事故が起こった時の劣化挙動が理解できたと考えている。 

 「③日射量・負荷量の翌日予測技術の高度化」では、これまで開発してきた Just-In-Time

（JIT）Modeling手法による翌日日射量のさらなる高精度化に取り組んだ。予測において誤差

を生じること自体は避けられないが、本年度は特に、予測値の大外しを低減することを目的

に、JIT Modeling における入力情報の検討を行った。具体的には、気象庁の新たな数値予報

システム（Meso-scale Ensemble Prediction System: MEPS）より入手可能となった数値デー

タを JIT Modelingの新たな入力として活用する際の留意点について詳細に分析を行った。 

 「④需要側（電気鉄道車両）のピーク電力カット・省エネルギー化」については，電気鉄道

を配電システムとしてみた場合，負荷（列車）の特性から，負荷変動が大きい（高いピーク

電力），力行・回生により負荷からのパワーフローが双方向，加えて，直流電気鉄道は 66kV

などの系統から受電した交流電力をダイオード整流器で直流 1500Vなどに変換しているため，

直流き電系統（架線に給電するシステム）内で電力のやり取りが完結する必要がある。また，

近年，列車負荷が増大し，最大電流も 2000A を超えるなど，低圧大電流のシステムになって

いる。これらの環境の下，省エネルギー，設備利用率向上などが求められている。 

これらの特徴は，近年の電力自由化，自然エネルギー大量導入などの環境下での配電系統の

抱える技術的特徴と通じる点も多い。そこで，近年の配電系統への技術的対応の一助とすべ

く，電気鉄道におけるピーク電力カットと省エネルギー化技術の研究を行った。 

具体的には，以下のような成果がえられた。 



 

１） 直流電気鉄道における回生ブレーキ制御技術に関する研究では，き電抵抗に打ち勝ち，

遠方の力行負荷車まで回生電力を送り，有効活用をする際のき電系統の回路動作安定性解析

とリアルタイムシミュレーションによる検証を実施した。この結果として高回生電力時に安

定性が低下する(電流などが振動的になる)原因について明らかとし，車両のインバータにお

ける軽負荷回生制御系の設計法について明らかにした。これにより，回生ブレーキ時の回生

ピーク電力の抑え，省エネルギー効果の最大化に資することが期待できる。２）直流き電区

間では地上蓄電装置（Battery Post:BP）を設置することで，回生電力の有効利用や架線電圧

補償によりその省エネルギー効果やピーク電力カットが期待できる。その際，BP の充放電制

御は，架線電圧に応じて電流を制御することで行われる。この電圧-制御パターンを急峻（高

ゲイン化）にすることで，省エネルギー効果の増大が期待できる。しかし，これは電流制御

の安定性とのトレードオフにもなる。そこで制御系の安定性解析を実施し，その観点から高

ゲイン化の限界と省エネルギー効果を明らかとした。 

 「⑤再生可能エネルギー大量導入時代の電力系統の運用・制御に関する研究」では、ＮＥＤ

Ｏ事業「再生可能エネルギーの大量導入に向けた次世代電力ネットワーク安定化技術開発／

研究開発項目［１］－２慣性力等の低下に対応するための基盤技術の開発」に参画し、風力・

太陽光発電等の再生可能エネルギー導入拡大に伴う系統慣性力の低下とその革新的な技術に

よる対策方法に関する研究を実施した。事業内では、他大学や産総研等と連携し、再生可能

エネルギー電源や蓄電池等を電力系統につなぐインバータに疑似慣性機能を実装する技術と、

その効果を検証するためのシミュレーションモデル・手法の検討を進めた。シミュレーショ

ンツールとして、世界的にもスタンダードになっている、ＰＳＣＡＤを導入し、東京電力ホ

ールディングスが所有するＲＴＤＳも併用しながら検討する環境を構築した。系統モデルと

しては、産総研と共通のＩＥＥＥ９ＢＵＳモデルを採用した。系統全体のより詳細なシミュ

レーションを実施するために、系統モデルとしては電気学会ＥＡＳＴ１０の仕様を想定し準

備を行いつつ、配電系統も精度高く考慮するために北大と縮約モデル手法の開発を進めた。

また、疑似慣性機能付きインバータとして、東京都市大学とドループ制御方式の開発・モデ

ル化を進めた。ＩＥＥＥ９ＢＵＳモデルにドループ制御インバータモデルを組込み、発電機

脱落のケースで周波数安定性の評価を行った。その結果、議事慣性力を持つインバータは通

常の定電力型インバータに比べて、擾乱発生直後の周波数低下率（ＲｏＣｏＦ）、周波数最大

低下量（Ｎａｄｉｒ）の指標をいずれも改善し、系統安定化に効果がある結果が得られた。 

 

３． 共同研究者 

大木 義路（先進理工学部 電気・情報生命工学科 教授，【現】各務記念材料技術研究所 特

任研究教授） 

若尾 真治（先進理工学部 電気・情報生命工学科 教授） 

近藤 圭一郎（先進理工学部 電気・情報生命工学科 教授） 

岩本 伸一（理工学術院総合研究所 名誉研究員） 

 

４． 研究業績 

4.1 学術論文 

・阿美咲良，宮崎輝，藤本悠，林泰弘，長谷川匡彦，宮里善貴，篠崎一樹，“配電損失最小構

成技術の効果的普及に向けた適地選定のための統計的スクリーニング手法”， 電気学会論文誌



 

B，Vol. 141, No. 2, pp.1-9 (2021)  

・Kohei Murakami, Shinya Yoshizawa, Hideo Ishii, Yasuhiro Hayashi, Hiroshi Kondo, Yuki 

Kanazawa, Hideo Nomura, Takuya Kajikawa, “Dynamic Optimization of SVR Control 

Parameters for Improving Tap Operation Efficiency of Voltage Control in Distribution 

Networks”, IEEJ Transactions on Electrical and Electronic Engineering, vol. 16, no. 1, pp. 

67-77, Jan. 2021 

・S. Yoshizawa, Y. Hayashi, “Advanced voltage control based on short-time ahead voltage 

fluctuation estimation in distribution system,” Electric Power Systems Research, vol. 188, 

106559, Nov. 2020 

・Yuta Tsuchiya, Yu Fujimoto, Akira Yoshida, Yoshiharu Amano, Yasuhiro Hayashi, 

“Operational Planning of a Residential Fuel Cell System for Minimizing Expected 

Operational Costs Based on a Surrogate Model”, IEEE Access, Vol.8, pp.173983-173998, 

October, 2020 

・Yu Fujimoto, Hideo Ishii, Yasuhiro Hayashi, “Designing Sustainable Smart Cities: 

Cooperative Energy Management Systems and Applications”, IEEJ Transactions on 

Electrical and Electronic Engineering, Vol.15, No.9, pp.1256-1270, September, 2020 

・矢部 邦明，林 泰弘“太陽光発電大量導入地域における車両電動化のエネルギーチェーンに

よる経済性・環境性評価”エネルギー・資源学会論文誌，Vol.41, No.5, pp.155-165 (2020 年 9

月)  

・Akihisa Kaneko, Yasuhiro Hayashi, Takaya Anegawa, Hideyasu Hokazono and Yukiyasu 

Kuwashita, “Evaluation of an Optimal Radial-Loop Configuration for a Distribution 

Network With PV Systems to Minimize Power Loss”, IEEE Access, Vol. 8, pp. 220408 - 

220421, 2020  

・小鯖 裕之, 小林 宏泰, 宮崎 輝, 飯野 穣, 近藤 圭一郎, 林 泰弘, 山本 良太, 長谷川 匡彦, 

吉永 淳 “次世代型路面電車交通と配電系統の統合モデルによる電化公共交通都市を目指した

電力交通間の相互影響の評価”, 電気学会論文誌 C 電子・情報・システム部門誌, vol.140, no.8, 

pp.892-904 (2020)  

・大久保里矩, 芳澤信哉, 林泰弘, 河野俊介, 松田啓史, 板屋伸彦, 高野富裕, “柱上変圧器の容

量超過回避を目的とした需要家蓄電池の分散型充放電制御手法,” 電気学会 電力・エネルギー

部門誌, Vol.140 No.8, pp. 638–649(2020) 

・H. Kikusato, Y. Fujimoto, S. Hanada, D. Isogawa, S. Yoshizawa, H. Ohashi, Y. Hayashi, 

“Electric Vehicle Charging Management Using Auction Mechanism for Reducing PV 

Curtailment in Distribution Systems,” IEEE Transactions on Sustainable Energy, vol. 11, 

no. 3, pp. 1394–1403, July 2020 

・Kohei Murakami, Shinya Yoshizawa, Hideo Ishii, Yasuhiro Hayashi, Hiroshi Kondo, Yuki 

Kanazawa, Hideo Nomura, Takuya Kajikawa, “Semicentralized Voltage Control Method 

Using SVR Based on Past Voltage Measurements in Distribution Network”, IEEJ 

Transactions on Electrical and Electronic Engineering, vol. 15, no. 7, pp. 1032-1039, July 

2020 

・金子曜久，芳澤信哉，林泰弘，杉村修平，植田喜延，田邊隆之，「送電損失低減を目的とし

た PV 連系送電系統における 2 電圧階級の VQC 装置協調運用決定手法」，電気学会論文誌 B，



 

No. 140. Vol. 6, pp.484-494, 2020 

・V. T. Dao, H. Ishii, Y. Takenobu, S. Yoshizawa, Y. Hayashi, “Home Energy Management 

Systems under Effects of Solar‐Battery Smart Inverter Functions,” IEEJ Trans. Electr. 

Electron. Eng., vol. 15, no. 5, pp. 692–703, May 2020 

・Nanae Kaneko, Yu Fujimoto, Satoshi Kabe, Motonari Hayashida, Yasuhiro Hayashi, 

“Sparse Modeling Approach for Identifying the Dominant Factors Affecting Situation 

Dependent Hourly Electricity Demand”, Applied Energy, vol. 265, Elsevier Ltd, p. 114752–, 

2020.5 

・Haolong Zhou, Wakana Hanafusa, Keigo Udo, Naoshi Hirai, and Yoshimichi Ohki: “Aging 

Behavior of Flame-retardant Cross-linked Polyolefin under Thermal and Radiation 

Stresses”, IEEE Transactions on Dielectrics and Electrical Insulation, Vol. 28, No. 1, pp. 

303-309, 2021.2 

・Yu Miyazaki, Naoshi Hirai, and Yoshimichi Ohki: “Effects of Heat and Gamma-rays on 

Mechanical and Dielectric Properties of Cross-linked Polyethylene”, IEEE Transactions on 

Dielectrics and Electrical Insulation, Vol. 27, No. 6, pp. 1998-2006, 2020.12 

・Hiroyuki Ishii, Naoshi Hirai, and Yoshimichi Ohki: “Comparison of Degradation Behavior 

Between Soft and Hard Epoxy Resins”, Journal of Nuclear Science and Technology, 

DOI:10.1080/00223131.2020.1848655, (Online), 2020.12 

・Seitaro Ito, Yu Miyazaki, Naoshi Hirai, and Yoshimichi Ohki: “Effects of Gamma 

Irradiation on the Degradation of Silicone Rubber by Steam Exposure”, Journal of Nuclear 

Science and Technology, DOI: 10.1080/00223131.2020.1815605, (Online), 2020.10 

・Jiayi You, Hikaru Yamaguchi, Hiroyuki Ishii, Naoshi Hirai, and Yoshimichi Ohki, 

“ Degradation of flame-retardant ethylene-propylene-diene rubber by radiation and 

steam”, IEEJ Transactions on Electrical and Electronic Engineering, Vol. 15, pp. 1572-1579, 

DOI:10.1002/tee.23227, 2020.9 

・宮﨑悠, 平井直志, 大木義路, “原子力発電所の重大事故模擬環境下で劣化された架橋ポリエ

チレンの化学構造と機械的特性の変化”, 電気学会論文誌 A(基礎・材料・共通部門誌), Vol. 140, 

No. 9, pp. 445-450, 2020.9 

・皆川武史, 池田雅昭, 渡辺藍己, 平井直志, 大木義路, 重大事故時に噴霧される NaOH 水溶液

による原子力発電所用シリコーンゴム絶縁ケーブルの劣化, 電気学会論文誌 A, Vol. 140, No.9, 

pp. 457-463, 2020.9 

・Seitaro Ito, Naoshi Hirai, and Yoshimichi Ohki, “Changes in Mechanical and Dielectric 

Properties of Silicone Rubber Induced by Severe Aging”, IEEE Transactions on Dielectrics 

and Electrical Insulation, Vol. 27, No. 3, pp. 722-730, 2020.6 

・Yoshimichi Ohki and Naoshi Hirai, “Possible cause of chemiluminescence in silicone 

rubber”, Japanese Journal of Applied Physics, Vol. 59, No. 4, 041005-1-4, 2020.4,  

・Takaaki Morimoto, Yicheng Yang, Yusuke Ochiai, Nobuko Fukuda, Yoshimichi Ohki, 

“Effects of metal content on electrical and physical properties in solution‑processed IGZO 

thin films” Applied Physics A, Vol. 126, p. 388, https://doi.org/10.1007/s00339-020-03579-2, 

(Online), 2020.5 

・Zhenyu Yang, Seitaro Ito, Naoshi Hirai, and Yoshimichi Ohki, “Numerical Evaluation of 



 

Complex Permittivity of Silicone Rubber Based on Jonscher’s Law”, IEEJ Transactions on 

Electrical and Electronic Engineering, Vol. 15, pp. 658-662, DOI:10.1002/tee.23100, 2020.5. 

・Guoqing Yang, Jiaxin Li, Yoshimichi Ohki, Deyi Wang, Geng Liu, Yang Liu, and Kai Tao, 

“Dielectric properties of nanocomposites based on epoxy resin and HBP/plasma modified 

nanosilica”, AIP Advances, Vol. 10, 045015, https://doi.org/10.1063/1.5103237 (Online), 

2020.4 

・長瀧仁貴，近藤圭一郎，山崎修，結城和明，中沢洋介，“鉄道車両駆動用途の誘導電動機ベク

トル制御系のオートチューニング” 電気学会論文誌 D，Vol.141，No.3，pp.249–257，2021.3 

・Sandeep Kumar Chowdhury，Hiroyasu Kobayashi，Keiichiro Kondo，“Design Optimization 

of Power Electronic Transformers in Traction Applications”，IEEJ Journal of Industry 

Applications，Vol.9，No.6，pp.674–684，2020.10 

・小鯖裕之，小林宏泰，宮崎輝，飯野穣，近藤圭一郎，林泰弘，山本良太，長谷川匡彦，吉永

淳“次世代型路面電車交通と配電系統の統合モデルによる電化公共交通都市を目指した 電力交

通間の相互影響の評価” 電気学会論文誌 C，Vol. 140， No. 8， pp. 892-904，2020.8 

・小川賢一，近藤圭一郎，相曽浩平，小林宏泰，“燃料電池ハイブリッド鉄道車両の主回路軽量

化を目的とした燃料電池電圧決定法”，電気学会論文誌 D，Vol. 140 No. 8，pp. 2020.8 

・池田怜太郎，Sadali Yusya，相曽浩平，近藤圭一郎，中島悠貴，藤本和樹，牧島信吾，“鉄道

車両駆動用主回路システムの統合設計による出力密度最大化”，電気学会論文誌 D，Vol. 140, No. 

8，pp.614-622，2020.5 

・Hitoshi Hayashiya, Keiichiro Kondo,“Recent trends of power electronics applications to 

solve issues in electric railway”，Transaction on Electrical and Electronic Enginering, 

Vol.15, No.5 pp.632-635, 2020.5 

 

4.2 総説・著書 

・林泰弘 “配電ネットワーク工学“，オーム社，2021.3 

・近藤圭一郎 “鉄道とエネルギー”，エネルギーレビュー3 月号，pp.7-9, 2020.2 

・近藤圭一郎 “社会インフラのレジリエンス:―電気鉄道を例に―”電気学会誌，Vol.140, No. 12, 

pp.770-773, 2020.12 

 

4.3 招待講演 

・自動車技術会 技術会議 合同会議 基調講演“電動モビリティの特徴 ～クルマと鉄道の対

比から～”オンライン開催，2020.8.20 

 

4.4 受賞・表彰 

・大木義路 電気学会第 29回業績賞 

・大木義路, 平井直志 Best Paper Award, The 8th International Conference on Condition 

Monitoring and Diagnosis 

・大木義路 2020年早稲田大学リサーチアワード 

・小川賢一，近藤圭一郎，NE パワー・エレクトロニクス・アワード 2020，読者賞，“燃料電

池ハイブリッド車両 システムの最適化でコスト削減” 

 



 

4.5 学会および社会的活動 

国際学会発表 

・Kazuki Nagasawa, Yutaka Iino, Yasuhiro Kodama, Yasuhiro Hayashi, Satoru Akagi, Jun 

Yoshinaga,“Feasibility Evaluation of Off-grid Performance in Distribution Network with 

Actual Data”,The 4th International Workshop on Power Engineering in Remote Islands 

(IWPI2021), Online, Japan, 4 Feb. 2021 

・Kazuki Nagasawa, Tery Miyazaki, Yutaka Iino, Yasuhiro Hayashi, Tomoaki Shoji, Jun 

Yoshinaga,“Backup generator output control method of off-grid system based on renewable 

energy in remote island”,International Conference on Smart Grids and Energy Systems 

(SGES2020), Online, Perth Australia, 23-26 Nov. 2020 

・Taisei Ogura, Shinya Yoshizawa, Yu Fujimoto, Masataka Mitsuoka, Yasuhiro Hayashi, 

Kensuke Murai, Kenta Suzuki, Keigo Ikezoe,“Basic Study on Cooperative Management 

Scheme of Electric Vehicle Charging for Reduction of Impact on Low-Voltage Distribution 

System”,2020 International Conference on Smart Grids and Energy Systems (SGES2020), 

Online, Perth, Australia, 23-26 Nov. 2020 

・Yuki Tomizawa, Yuto Ihara, Teru Miyazaki, Yutaka Iino, Yasuhiro Hayashi, Ryota 

Yamamoto, “Charging Schedule Optimization Method for Electric Buses with PV Installed 

at Bus Stations: Sensitivity Analysis of PV Capacity based on Real City Data”, Smart Grids 

and Energy Systems (SGES2020), Online, Perth, Australia, 23-26 Nov. 2020 

・Manaka Omura, Yu Fujimoto, Hideo Ishii, Yasuhiro Hayashi, Toshiyuki Sawa, Hiroto 

Sasaki, Naoto Fukuyama, “Day-Ahead Electricity Price Forecasting Using an Adaptive 

Combination Method in the Japanese Spot Market”, the 17th European Energy Market 

Conference (EEM2020), Online, Stockholm, Sweden, 16-18 Sept. 2020. 

・Nanae Kaneko, Yu Fujimoto, Yasuhiro Hayashi, “Graphical Modeling for Analysis of 

Hourly Electricity Demand and Market Price”, the 17th International Conference on the 

European Energy Market, Online, Stockholm, Sweden, 16-18 Sept. 2020 

・Anto Ryu, Hideo Ishii, Yasuhiro Hayashi,” Battery smoothing control for photovoltaic 

system using short-term forecast with total sky images”, the 21st Power Systems 

Computation Conference (PSCC2020), Online, June 29 -July 3, 2020. 

・S. Yoshizawa, Y. Hayashi, “Advanced Voltage Control Based on Short-time Ahead Voltage 

Fluctuation Estimation in Distribution System,” 21st Power Systems Computation 

Conference (PSCC2020), Online, pp. 1-6, June 29 -July 3, 2020. 

・Kuniaki Yabe, Yasuhiro Hayashi, “An evaluation of CO2 emission reduction by EV and 

FCV introduction considering stable and economical power system operation” The 33rd 

International Conference on Efficiency, Cost, Optimization, Simulation and Environmental 

Impact of Energy Systems (ECOS2020), pp.2328-2339, June 29 -July 3, 2020 (Proceedings 

only) 

・Akira Yoshida, Kuniaki Yabe, Hideo Ishii, Yoshiharu Amano and Yasuhiro Hayashi 

“Environmental Efficiency Evaluation in High Solar Wind Penetration Region with 

Fractional Optimization-based Operational Planning” The 33rd International Conference 

on Efficiency, Cost, Optimization, Simulation and Environmental Impact of Energy 



 

Systems (ECOS2020), pp.1686-1698, June 29 -July 3, 2020 (Proceedings only) 

・Naoshi Hirai, Haolong Zhou, and Yoshimichi Ohki, “Degradation of Flame-retardant 

Cross-linked Polyolefin in Simulated Severe Environments”, IEEE Conference on 

Electrical Insulation and Dielectric Phenomena 2020, pp. 508-511, Online, New York, USA, 

2020.10 

・Tomofumi Seki, Yoshimichi Ohki, and Maya Mizuno, “Terahertz and Far-infrared 

Absorption Spectroscopic Study of DNA Bases”, IEEE Conference on Electrical Insulation 

and Dielectric Phenomena 2020, pp. 572-575, Online, New York, USA, 2020.10 

・Yoshimichi Ohki and Naoshi Hirai, “Experimental Verification of Good Spatial Resolution 

of Fault Location in a Cable by Frequency Domain Reflectometry”, 8th International 

Conference on Condition Monitoring and Diagnosis, Online, Phuket, Thailand, 2020.10 

・Yoshimichi Ohki, Yu Miyazaki, Jiayi You, Hiroyuki Ishii, and Naoshi Hirai, “Comparison 

of Three Mechanical Parameters as Aging Indicators of Polymeric Insulation”, The 7th 

IEEE International Conference on High Voltage Engineering and Application, OM3-6, 

Beijing, China, 2020.9 

・Haolong Zhou, Keigo Udo, Wakana Hanafusa, Naoshi Hirai, and Yoshimichi Ohki, 

“Degradation of Cross-linked Polyolefin Aged by Heat and Radiation”, The 7th IEEE 

International Conference on High Voltage Engineering and Application, OC1-3, Beijing, 

China, 2020.9 

・Yoshimichi Ohki, Tomofumi Seki, and Naoshi Hirai, “Pros and Cons of THz and 

Far-infrared Absorption Spectroscopy Compared to Mid-infrared Absorption Spectroscopy”, 

International Symposium on Electrical Insulating Materials 2020, p. 221-224, Online, 

Tokyo, Japan, 2020.9 

・Hiroyuki Ishii, Naoshi Hirai, and Yoshimichi Ohki, “Aging Behavior of Soft and Hard 

Epoxy Resins in Simulated Nuclear-Power-Plant Environments”, International 

Symposium on Electrical Insulating Materials 2020, p. 587-590, Online, Tokyo, Japan, 

2020.9 

・Naoshi Hirai and Yoshimichi Ohki, “Detection Using Frequency Domain Reflectometry of 

the Permittivity Change in a Cable Induced by the Exposure to Steam”, International 

Symposium on Electrical Insulating Materials 2020, D-3, pp. 190-193, Online, Tokyo, 

Japan, 2020.9 

・Aiki Watanabe, Masaaki Ikeda, Takefumi Minakawa, Naoshi Hirai and Yoshimichi Ohki, 

“Insulation Performance of Safety-Related Electrical Penetrations for Pressurized Water 

Reactors under Simulated Severe Accident Conditions”, International Symposium on 

Electrical Insulating Materials 2020, F-5, pp. 225-228, Online, Tokyo, Japan, 2020.9 

・Yu Miyazaki, Naoshi Hirai, and Yoshimichi Ohki, “Changes in Chemical Structure and 

Mechanical Properties Induced in Cross-linked Polyethylene by Thermal and Radiation 

Aging”, IEEE 3rd International Conference on Dielectrics, pp. 45-48, Online, Valencia, 

Spain, 2020.7 

・Emiri Nagase, Naoshi Hirai, and Yoshimichi Ohki, “Effects of Surface Treatment of Fillers 

on the Dielectric Properties of Polyimide Nanocomposites”, IEEE 3rd International 



 

Conference on Dielectrics, pp.197-200, Online, Valencia, Spain, 2020.7 

・Yoshimichi Ohki, Seitaro Ito, and Naoshi Hirai, “Elucidation of the Degradation Behavior 

of Silicone Rubber under Adverse Environments”, IEEE 3rd International Conference on 

Dielectrics, pp. 114-117, Online, Valencia, Spain, 2020.7 

・Daisuke Ohsaki, Shinji Wakao, Masayasu Sumiya, Yuji Hosokawa, and Kazuhiko Takeno, 

Evaluation of PV introduction impact on base transceiver stations used for DR, The 30th 

International Photovoltaic Science and Engineering Conference (PVSEC-30), Jeju, 

Republic of Korea, Nov. 2020 

・Yusuke Mori, Shinji Wakao, Hideaki Ohtake, Takashi Oozeki, Takahiro Takamatsu, Yuki 

Honda, and Toshiyuki Nakaegawa, Fundamental study on use of MEPS solar irradiance 

data, The 30th International Photovoltaic Science and Engineering Conference 

(PVSEC-30), Jeju, Republic of Korea, Nov. 2020 

・Tadashi Mizobuchi, Keiichiro Kondo, Yosuke Dairaku, Takeshi Shinomiya, Katsumi 

Ishikawa, ”Energy Management of Battery on Hybrid Voltage Source Three Level Inverter 

for Energy Saving Railway Vehicles”, Proceedings of The 23rd International Conference on 

Electrical Machines and Systems (ICEMS2020), DG3L-5, pp. 1089-1094, 2020.11 

・Masahito Aihara, Masaki Nagataki, Keiichiro Kondo, Yoshiki Sakurazawa, Osamu 

Yamazaki,”A Method to Determine the Gain of the Wheel Slip Speed Feedback Controller 

for Locomotive” Proceedings of The 23rd International Conference on Electrical Machines 

and Systems (ICEMS2020), LS2G-3, pp. 337-342, 2020.11 

・Takuto Ohmi, Yukiha Abe, Hiroyasu Kobayashi, Keiichiro Kondo, Tetsuya Iwasaki, 

“Suppression Control of Continuous Oscillation of Electric System during Light-Load 

Regeneration Brake Control of DC Electric Vehicle”, Proceedings of The 23rd International 

Conference on Electrical Machines and Systems (ICEMS2020), LS8F-4, pp. 1718-1723, 

2020.11 

・Masaki Nagataki, Keiichiro Kondo, Osamu Yamazaki, Kazuaki Yuki, Yosuke Nakazawa, 

“Auto Tuning Method to Identify Motor Stator and Rotor Parameter in Field-Orientation- 

Controlled Induction Motor”, Proceedings of 2020 IEEE Energy Conversion Congress and 

Exposition (ECCE), 2020, pp. 5805-5812, 2020.10 

・Yoshiki Sakurazawa, Osamu Yamazaki, Kazuaki Yuki, Yosuke Nakazawa, Kenji Natori, 

Keiichiro Kondo,”Design of the Speed Sensorless Field Oriented Control System for 

Induction Motors” Proceedings of 22nd European Conference on Power Electronics and 

Applications (EPE'20 ECCE Europe), 2020, pp. P.1-P.9, 2020.9 

 

社会的活動 

（林泰弘） 

・経済産業省 電気・ガス取引監視等委員会 委員 

・電気学会 東京支部長 

・環境省委託「令和 2 年度再エネの導入・有効利活用促進のためのデータ活用基盤構築検証委

託業務 太陽光を中心とした再エネ導入・有効活用促進のためのデータ利活用基盤の構築検討

委員会」委員 



 

・経済産業省委託「エネルギー・リソース・アグリゲーション・ビジネス検討会」委員 

・経済産業省「電動車活用社会推進協議会 運営委員会」委員 

・内閣府 戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）「IoE 社会のエネルギーシステム」エ

ネルギーマネジメント研究会」専門委員 

・経済産業省「省エネルギー小委員会」委員 

・経済産業省日本産業標準調査会「スマート・システム標準専門委員会」委員長 

・経済産業省「次世代スマートメーター制度検討会」委員 

・経済産業省委託「令和 2 年度エネルギー需給構造高度化対策に関する調査等事業（2050 年

を見据えたガス事業の在り方に関する委託調査）２０５０年に向けたガス事業の在り方研究会」

委員 

・経済産業省委託「令和 2 年度需要家側エネルギーリソースを活用したバーチャルパワープラ

ント構築実証事業費補助金（ダイナミックプライシングによる伝道者の充電シフト実証事業） 

審査委員会」委員長 

（大木義路） 

・原子力規制庁委託「令和２年度原子力施設等防災対策等委託費（実機材料等を活用した経年

劣化評価・検証（電気・計装設備の健全性評価研究））事業」推進 

・国土交通省委託「無電柱化推進技術検討会」委員 

・経済産業省委託「令和 2 年度省エネルギー等に関する国際標準の獲得・普及促進事業委託費

（省エネルギー等国際標準開発（国際標準分野））に係る審査・評価委員会」委員 

・(国)科学技術振興機構委託「研究成果最適展開支援プログラム(A-STEP)産学共同(育成型、本

格型)」査読委員 

・日本電気協会「地中電線路に係る直接埋設式の埋設深さ及び施設等の妥当性調査委員会」委

員長 

・日本電気協会「電気設備技術基準関連規格等調査委員会」委員 

・日本電気協会「安全設計分科会」委員 

・電気事業連合会「パワーアカデミー運営委員会」委員 

・芝浦工大 博士学位論文審査委員 

・IEEE(米国電気電子学会)DEIS(誘電・電気絶縁部門学会)雑誌エディター 

・IEEE(米国電気電子学会)DEIS(誘電・電気絶縁部門学会)論文誌エディター 

教科書執筆 

・電気学会，大木義路分担執筆, “誘電体現象論（改訂版）”, 第１章全体。第2章大半、第3章大

半など全体の約1/2, 2021.3.15 

（若尾真治） 

・日本太陽エネルギー学会 副会長 

・経済産業省 産業構造審議会保安・消費生活用製品安全分科会 産業保安基本制度小委員会 委

員長 

・経済産業省 産業構造審議会保安・消費生活用製品安全分科会 電力安全小委員会 電気保安制

度WG 座長 

（近藤圭一郎） 

・電気学会 産業応用部門 役員（国際委員会副委員長） 

・国際会議 23rd International Conference on Electrical Machines and Systems(ICEMS22) 



 

組織委員 

・国際会議 International Power Electronics Conference, IPEC-Himeji 2022 -ECCE Asia 実

行委員会副委員長 

・電気学会 モ―タドライブ未来技術動向調査専門委員会 委員長 

・電気学会 モ―タドライブ技術委員会 委員 

・国土交通省 鉄道局 技術基準検討会 メンバー 

・日本鉄道車両機械技術協会 顧問 

・日本鉄道車両工業会 規格審査会 委員 

 

５． 研究活動の課題と展望 

 これまでの研究活動によって、未来社会を支える電力エネルギーシステムの構築に向け一定

の貢献ができる研究成果を複数創出できた。しかしながら、脱炭素化をはじめとする環境問題

への対応や、レジリエンス確保など、未来社会において重要となる社会課題について多くの課

題が残されており、本プロジェクトで扱ってきた再生可能エネルギー大量導入時の電力系統問

題、エネルギーマネジメント、材料の劣化診断、電量予測は引き続き重要なテーマである。幅

の広い総合的な研究アプローチを今後も展開し、世界共通の課題である環境問題や都市問題な

どの電気エネルギー分野を対象とした研究開発を進め、「電力技術懇談会」と連繋させながら

これらの問題の解決を目指す。 

 


